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commentary-1

観光による地域経済の活性化は、さまざまな側面か
らとらえられる。他の地域から訪れた観光客が交通、
宿泊や飲食、娯楽、土産品などで消費する直接的な経
済効果をはじめ、これらの関連事業者を介して地域の
物産が消費され、その生産に携わった事業者や流通に
かかわる事業者にも波及効果が及ぶ。さらに、各事業
の従業員の所得を介して新たな消費行動を促し、地域
の経済が活性化される。一連の流れを検証した。

観
光
に
よ
る
経
済
波
及
効

果
は
、
観
光
白
書
（
国
土
交

通
省
�
別
項
２０
年
版
）
や
民

間
の
研
究
機
関
な
ど
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
検
証
、
発
表

さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
地
域
の
経
済
活
動

と
観
光
に
よ
る
経
済
波
及
効

果
は
、
多
く
の
地
域
で
観
光

に
か
か
わ
る
直
接
消
費
に
視

点
が
置
か
れ
て
お
り
、
間
接

的
に
及
ぼ
す
効
果
は
十
分
に

検
証
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と

い
え
る
。
例
え
ば「
当
地
の

観
光
入
込
は
年
間
１
０
０
万

人
、
１
人
平
均
の
総
消
費
額

が
２
万
円
で
合
計
２
０
０
億

円
」と
い
っ
た
説
明
を
聞
く
。

い
わ
ゆ
る「
地
域
の
観
光
消

費
額
」と
い
っ
た
と
ら
え
方

で
あ
り
、
そ
う
し
た
直
接
効

果
の
先
に
あ

る
間
接
的
な

効
果
は
測
定

し
に
く
い
た

め
に
、
経
済

波
及
効
果
の

全
体
像
が
み

え
て
こ
な
い
。

観
光
旅
行
の
実
際
を
考
え

て
み
る
と
、
消
費
者
が
観
光

地
や
そ
の
周
辺
で
消
費
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
旅
館
や
ホ

テ
ル
、
土
産
物
店
ほ
か
観
光

に
関
連
す
る
施
設
に
直
接
的

な
生
産
波
及
効
果
が
生
じ

る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

終
わ
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば

旅
館
や
ホ
テ
ル
、
土
産
物
店

や
飲
食
店
の
飲
食
だ
け
を
み

て
も
、
利
用
客
に
供
し
た
食

材
を
地
元
か
ら
購
入
す
る
こ

と
で
、
小
売
店
や
問
屋
は
も

と
よ
り
流
通
の
先
に
あ
る
生

産
者
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
旅
館
や
ホ
テ
ル

は
「
地
域
の
総
合
産
業
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
日
常
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
半
の

消
費
財
を
、
何
ら
か
の
形
で

利
用
客
に
供
し
て
い
る
。
そ

こ
に
も
食
材
と
同
じ
消
費
の

図
式
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運

輸
機
関
に
つ
い
て
も
、
運
行

す
る
企
業
だ
け
で
な
く
、
車

両
製
造
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

燃
料
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
図
式
は
そ
れ
だ
け
で

完
結
し
な
い
。
前
出
地
域
の

「
１
０
０
万
人
、
１
人
２
万

円
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
る

と
、
仮
に
入
込
客
が
１０
万
人

増
加
し
た
と
す
れ
ば
、
観
光

消
費
額
が
単
純
に
２０
億
円
プ

ラ
ス
さ
れ
る
だ
け
で
は
な

い
。
１０
万
人
に
対
応
す
る
雇

用
の
増
加
を
は
じ
め
、
消
費

財
の
流
通
や
生
産
へ
の
波
及

効
果
も
当
然
な
が
ら
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
地
域
に
プ

ラ
ス
さ
れ
た
２０
億
円
は
、
直

接
間
接
に
か
か
わ
っ
た
企
業

や
そ
の
従
事
者
に
、
何
ら
か

の
形
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
る
。
端
的
に
い
え
ば
従
業

員
の
所
得
増
で
あ
り
、
そ
れ

が
観
光
と
異
な
る
日
常
的
な

消
費
に
反
映
さ
れ
れ
ば
、
さ

ら
に
多
方
面
で
の
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
。

観
光
の
経
済
波
及
効
果

は
、
観
光
関
連
企
業
で
の
雇

用
創
出
と
事
業
所
税
や
消
費

税
、
従
事
者
の
賃
金
と
所
得

税
な
ど
地
域
の
税
収
に
も
貢

献
し
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ

る
企
業
と
従
事
者
で
も
同
様

の
効
果
を
発
生
さ
せ
る
（
下

図
）。こ
の
サ
イ
ク
ル
が
ど
こ

ま
で
繰
り
返
さ
れ
る
か
は
未

知
数
で
あ
り
、
観
光
以
外
の

業
種
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ

と
が
い
え
る
。た
だ
し
、地
域

へ
の
経
済
波
及
効
果
と
し
て

と
ら
え
る
な
ら

ば
、
観
光
産
業

が
波
及
効
果
の

筆
頭
格
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
。

観
光
産
業

は
、
少
子
・
高

齢
化
で
パ
イ
の
数
が
先
細
り

を
懸
念
す
る
意
味
か
ら
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
策
も
重
要
だ
が
、

当
面
は
輸
出
な
ど
に
左
右
さ

れ
に
く
く
、
し
か
も
地
場
産

業
の
活
性
に
つ
な
が
る
観
光

産
業
が
、
地
域
経
済
を
拡
大

さ
せ
る
切
り
札
と
い
え
る
。

期期
待待
ささ
れれ
るる
多多
方方
面面
へへ
のの
経経
済済
波波
及及
効効
果果

域
内
消
費
の
拡
大
促
す

地
域
の
税
収
ア
ッ
プ
に
も
貢
献

い
ま
、
「
観
光
地
」
の
概

念
に
新
た
な
要
素
と
し
て
、

従
来
観
光
資
源
と
と
ら
え
難

か
っ
た
も
の
ま
で
が
加
わ
っ

て
き
た
。
例
え
ば
、
日
本
の

原
風
景
、
第
一
次
産
業
の
生

産
現
場
、
第
二
次
産
業
の
加

工
現
場
、
第
三
次
産
業
の
サ

ー
ビ
ス
現
場
な
ど
だ
。
こ
れ

ら
は
、
産
業
観
光
の
一
類
で

あ
る
と
と
も
に
、
消
費
者
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
「
顔

の
見
え
る
一
次
産
品
」
「
生

産
プ
ロ
セ
ス
の
わ
か
る
二
次

産
品
」
と
い
っ
た
希
求
と
も

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
意
味
で
は
、
人
間
が
住

ん
で
い
て
日
々
の
営
み
が
行

わ
れ
て
い
れ
ば
、
す
べ
て
の

地
域
が
観
光
地
に
な
る
可
能

性
が
生
ま
れ
て
き
た
。

従
前
の
観
光
地
の
概
念
に

こ
れ
を
加
え
て
、
観
光
交
流

人
口
を
拡
大
さ
せ
る
に
は
、

既
存
の
観
光
地
が
歩
ん
で
き

た
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
問
題
点
と
課
題
を
克
服

す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
消
費
者
の
側

か
ら
み
た
観
光
地
は
、
物
見

遊
山
や
保
養
を
目
的
に
、
交

通
機
関
や
宿
泊

施
設
な
ど
受
け

入
れ
イ
ン
フ
ラ

の
整
っ
た
地
域

だ
っ
た
と
い
え

る
。
い
わ
ば
、

見
物
の
で
き
る

自
然
景
観
や
名
所
旧
跡
、
保

養
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
温

泉
浴
の
で
き
る
地
域
が
観
光

地
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
観
光

地
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
は
、

観
光
産
業
が
成
り
立
っ
て
い

る
。
地
域
に
お
け
る
観
光
産

業
と
は
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
、

土
産
物
店
、
観
光
と
結
び
つ

い
た
交
通
機
関
、
あ
る
い
は

観
光
農
園
や
観
光
地
引
き
網

な
ど
地
場
産
業
と
リ
ン
ク
し

た
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
い
ず
れ
も
前
提
は
、
既

存
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た

産
業
だ
。
ま
た
、
観
光
資
源

と
観
光
産
業
が
一
体
化
す
る

こ
と
で
、
観
光
地
が
形
成
さ

れ
て
き
た
と
も
い
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
消
費

者
と
地
域
の
両
者
に
共
通
す

る
の
は
「
始
め
に
観
光
資
源

あ
り
き
」
の
発
想
だ
。
極
論

す
れ
ば
、
見
物
や
保
養
な
ど

観
光
資
源
が
な
け
れ
ば
、
観

光
地
に
な
り
得
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
新
た
な
潮

流
の
下
で
の
観
光
地
は
、
地

域
の
日
常
そ
の
も
の
が
観
光

資
源
に
加
わ
る
と
い
う
発
想

だ
。
ま
た
、
物
見
遊
山
や
保

養
は
、
い
わ
ゆ
る
非
日
常
の

空
間
に
身
を
置
く
こ
と
だ
っ

た
が
、こ
こ
で
は
地
域
の「
あ

り
の
ま
ま
」
の
日
常
空
間
が

重
視
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
１
つ
で
あ
る
Ｓ
Ｉ

Ｔ
（
知
的
好
奇
心
を
満
た
す

旅
）
で
は
、
個
人
の
好
奇
心

が
旅
行
の
動
機
付
け
と
な
っ

て
お
り
、
旅
行
先
の
日
常
性

の
中
か
ら
共
感
や
感
動
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
と
き
に
、
従

前
の
観
光
地
は
「
非
日
常
」

の
一
点
張
り
だ
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
「
日
常
性
」
と
い

か
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
か

が
課
題
と
い
え
る
。

地
域
の
観
光
が
非
日
常
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
観
光
産
業

か
い
り

と
地
域
社
会
と
の
乖
離
を
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
起
こ
し
て
き

た
。
例
え
ば
、
観
光
が
地
域

経
済
に
波
及
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
社
会
か
ら
は
観
光

の
直
接
的
な
生
産
波
及
効
果

し
か
見
え
ず
に
、「
観
光
屋
さ

ん
が
儲
か
る
だ
け
」
と
い
っ

た
見
方
も
な
さ
れ
、
観
光
産

業
が
地
域
社
会
か
ら
一
線
を

画
す
存
在
に
な
っ
て
い
た
感

も
否
め
な
い
。
経
済
波
及
効

果
の
測
定
が

難
し
い
の
も

一
因
だ
が
、

地
域
住
民
の

多
く
が
観
光

産
業
に
関
与

し
て
い
る
観

光
地
を
除
け
ば
、
非
日
常
性

を
強
め
て
き
た
結
果
と
し
て

の
乖
離
も
否
定
で
き
な
い
。

地
域
社
会
の
構
成
要
素
を

観
光
の
視
点
で
区
分
す
る
と

一
般
産
業
、
観
光
産
業
、
住

民
の
３
者
を
核
と
し
て
行
政

機
構
、
文
化
や
伝
統
な
ど
が

か
ら
み
合
っ
て
い
る
。
新
た

な
観
光
地
の
基
本
は
、
一
般

産
業
、
観
光
産
業
、
住
民
が

日
常
性
の
な
か
で
融
合
す
る

こ
と
だ
（
上
図
）
。

ま
た
、
非
日
常
性
は
、
観

光
産
業
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
醸
成
し
て
き
た
が
、
日
常

性
を
観
光
資
源
と
す
る
観
光

地
づ
く
り
で
は
、
観
光
客
が

一
般
の
住
民
に
道
を
聞
い
た

と
き
に
笑
顔
で
答
え
る
な
ど

住
民
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
も

欠
か
せ
な
い
し
、
地
域
内
の

一
般
産
業
が
可
能
な
範
囲
で

Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

取
り
組
み
も
必
要
だ
。

地
域
と
し
て
こ
れ
ら
が
実

現
し
た
と
き
、
産
業
観
光
に

よ
る
交
流
人
口
が
拡
大
し
、

地
域
経
済
は
活
性
化
と
拡
大

へ
と
向
か
う
。
そ
れ
が
、
新

た
な
観
光
地
の
姿
だ
。

わが国における旅行消費額については、平成１５年度から国
土交通省「旅行・観光消費動向調査」を実施している。（以
下、「観光白書」平成２０年版から抜粋）
最新の調査結果である平成１８年度における国民の国内での

旅行消費額は、宿泊旅行が１５兆６８００億円（対前年４．２％減）、
日帰り旅行が４兆７４００億円（同２．０％増）となった。
また、訪日外国人の国内での旅行消費額は、１兆３６００億円

（同２０．２％増）となり、訪日外国人数の増加に伴い、前年
度より大幅に増加した。
これらを合計した国内旅行消費額は、前年度より減少し２３

兆５４００億円（同１．４％減）と推計される。
上記の平成１８年度国内旅行消費額２３兆５４００億円によるわが

国経済にもたらす直接的な経済効果は、直接の付加価値誘発
効果が１１兆８８００億円、雇用誘発効果が２１５万人と推計される。
さらに、この旅行消費がもたらす間接的な効果を含めた生

産波及効果は、５２兆８９００億円（国内生産額の５．６％）、付加
価値誘発効果は２８兆３３００億円（国内総生産（名目ＧＤＰ）の
５．５％）、雇用誘発効果は４４２万人（全就業者数の６．９％）と推
計される。
わが国の旅行消費は、旅行・観光関連産業へ直接的な経済

効果をもたらすとともに、旅行・観光関連産業の雇用者によ
る家計消費への刺激により、国内の幅広い産業へ生産波及効
果をもたらす。
平成１８年度の旅行消費額の関連産業への直接的経済効果

は、運輸業６兆３８００億円、宿泊業３兆６２００億円等、観光に直
接関係する産業への効果が大きい。
一方、生産波及効果の推計によれば、上記の産業のほかで

は、農林水産業１兆２１００億円、食料品産業３兆７４００億円、飲
食店業２兆８７００億円となっており、雇用誘発効果で見ると、
農林水産業５１万人、小売業６７万人と推計され、運輸業、宿泊
業のみならず、農林水産業や食料品・小売業等他産業への波
及効果も大きいことが分かる。

住
民
含
む
地
域
一
体
感
の
醸
成

非
日
常
か
ら
日
常
性
へ


